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れぞれの S に対する拡散定数，Rs はそれぞれの反応項である．
図 1は，内皮細胞が NOを放出するまでのメカニズムを図示し
たものである．内皮細胞に急性的なずり応力が加わり，細胞表










生成された IP3 は，IP3 受容体 (IP3R)に結合し，これにより小
胞体から細胞内に Ca2+ が放出される．小胞体からの Ca2+ 放
出は，容量性カルシウムイオンチャネル (CCEチャネル)からの
Ca2+ の流入を促す．Casの反応項は，式 (5)のような IP3Rと
筋小胞体小胞体 Ca2+-ATPase(SERCA)を介した流束で表され
る．Vcs は細胞と小胞体の体積比である．
RCas = (JSERCA − JIP3R)− Vcs (4)
(5)
また，Cac は次の式 (6)，(7)で表される．
RCaB = kon[Cac](BT − [CaB])− koff [CaB] (6)




内皮細胞膜に存在する CCE チャネルからの Ca2+ 流入によ
る，細胞内での Ca2+ 動態を観察することを目的としている．シ
ミュレーションにあたっては図 2 に示すような長軸 60µm，短
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図 1 内皮細胞の物質動態
